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子どもの歴史認識を深めるディベー ト学習の理論と授業

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































２ 国の予算の３分の 工を軍備にあてる。 Ｂ
軍備よりも国の予算をまず安定させることが
大切である。





















































































































































































題｣ より も｢価値論題(人物論題)｣ が望ましいとい
うように，これまで の定説とは異なった提案をし
た。それは，後者の論題が前者よりも優れている
と断定しているわけではない。従来の 匚価値論題
(人物論題)｣ にあったように，｢‾好き嫌い｣ 厂偉い
偉くない｣等 といった主観 に関わる表現の問題点
を克服していき，それぞれの論題を全 く別のもの
として考えるのではなく， ３つの型の良さを生か
していけないものだろうか，という発想から生ま
れたものであった。何とかお互いの接点を見出す
ために，授業 モデルでは，厂事実論題｣ や匚政策論
題｣ に人物を組み込んだＯ
歴史事象や政策を取り
上げておきながら，人物の視点で歴史を解釈した
り，人物との関わりの中でその出来事を評価して
いくためである。しかし，小学校段階として適当
であるかどうかは疑問が残るところである。発達
段階をしっかりと考慮した上で研究を進めていく
必要があった。
授業モデルはその有効性が証明されたわけでは
ない。本授業モデルによって実際に授業を行い，
さらに問題点の抽出を行わなければならない。歴
史認識を深めるという観点から３つの視点で授業
を分析したが，今後の実践の中で新たな視点を見
出していく必要もあろう。
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